
基礎知識
CKD総合
知識・知恵

CKDという病気の特性［おもて］

年齢を重ねるにつれて、働ける糸球体の数が減ります。

腎臓の働きは自然に低下します

腎臓は一度機能が失われると回復することはほぼありません。
慢性腎臓病（CKD）の治療は残りの腎臓の機能を長く保つことが目的です。

糸球体とは、毛細血管が糸玉のように丸まった、血液をろ過するフィルターです。1つの腎臓に約100万個あります。

加齢のみによる腎臓の機能の低下スピード

加齢で働ける糸球体が減ると、糸球体濾過量
（GFR、腎臓の処理能力）も低下します。その
ため医療機関を受診する基準も変わります。

腎臓の処理能力の低下は個人差があります。
加齢や原因となる疾患にもよりますし、生活
習慣や喫煙・遺伝などが影響します。

例）減塩なし、たんぱく質管理なし、
　　喫煙など、腎臓にリスクがある場合

尿蛋白の有無に
かかわらず、腎臓専門医・
専門医療機関の受診を勧められる

例）高血圧や糖尿病がある場合
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腎臓はある程度悪く
なると、機能の低下
スピードが早くなる
と言われているよ。
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基礎知識
CKD総合
知識・知恵

CKDという病気の特性［うら］

CKDは付き合って生きる病気
慢性腎臓病（CKD）は原因疾患によらず、一定の障害が腎臓に起きると、

共通のしくみで末期腎不全まで進行します。

合併症

腎臓の障害
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腎臓が弱る

末期腎不全
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糖尿病などの原因疾患 喫煙

尿蛋白 血尿

高血圧

心筋梗塞

GFRの低下

透析 移植

慢性腎臓病（CKD）の
発症と進行の概念の図です。

病気が進行する
ほど、合併症に
かかりやすく
なります
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